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緑の将来像

みんなで育む  緑にみちた美しいまち  刈谷

事業者 行政

　市内に住んでいる人をはじめ、自治会や子ども
会などの地域団体、任意団体※2などを指します。

　企業、商店、商工会議所などを指します。 　刈谷市役所、その他関連機関を指します。

■専門家とは
　緑のまちづくりや生態系保全の専門家、
アドバイザーなどを指します。
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　わたくしたちの刈谷市は、カキツバタの咲く美し

い自然と長い歴史の中で、産業と文化の調和のと

れたまちとして発展してきました。わたくしたち市

民は、この先人の努力をうけつぎ、希望 にみちた

郷土のより発 展をめざして、この誓いを定めます。

　生産文教都市刈谷は、都市開発、基盤整備事業が強力に進められ一大飛躍を遂げてきた。この繁栄と急激に

変ぼうする環境において緑は減少し自然は失われつつある。こうしたなかで市民と市が一体となり緑の保存と樹

木の増殖をはかり緑化を推進し明るい豊かなまちづくりのため刈谷市を「緑化推進都市」とすることを宣言する。

３章　緑の将来像

１　基本理念

２　緑の将来像

　本市では、「刈谷市民の誓い」と「緑化推進都市の宣言」を緑のまちづくりの基本理念とします。

　基本理念に基づき、本市のめざすべき緑の姿である「緑の将来像」を設定し、市民・事業者・行政・専門家による協働※1により緑のま
ちづくりを推進します（図３-１）。

緑のまちづくりの基本理念

1.　自然を愛し、緑にみちた美しい環境をつくります。

1.　スポーツに親しみ、健康でたくましいからだをつくります。

1.　教養を深め、心ゆたかな明るい家庭をつくります。

1.　誠意を尽くし、明るく住みよい社会をつくります。

1.　力を合わせ、青少年の希望あふれるまちをつくります。

緑化推進都市の宣言　（昭和46年６月21日議決）

　刈谷市民の誓い　（昭和50年５月２日制定）

図３‐１　緑の将来像

※1 協働：複数の主体が、何らかの目標を共有し、ともに力を合わせて活動すること。
※2 任意団体：法人格を持たないボランティア団体やスポーツの活動を行う団体などを指します。 

【用語の説明】



田園保全エリア

樹林地･ため池保全エリア

まちの緑化エリア

歴史保全エリア
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緑の拠点

都市の顔となる緑の拠点

緑の軸

緑の拠点

緑のエリア

　本市の特徴である３つの「河川軸」と街路樹な
どによる「緑のみち」や、桜並木などによる「桜の
みち」を緑の軸と位置づけ、動植物の生息・移動
空間やレクリエーション機能などを担う、水と緑
のネットワークの形成を図ります。

　中心市 街地一帯を「都市の顔となる緑の拠
点」、主要な都市公園や緑地などの一帯を、市域
を代表する「緑の拠点」と位置づけ、積極的な緑
の保全・創出を図ります。

　緑の不足している市街地などを「まちの緑化エ
リア」、本市の貴重な緑である田園、樹林地・ため
池群及び歴史が感じられる地域を「保全エリア」
と位置づけ、緑の保全・創出を図ります。

３　緑の将来像図
　本市のめざすべき緑の姿を、緑の軸、緑の拠点、
緑のエリアで構成される「緑の将来像図」（図３‐２）
として示します。

図３‐２　緑の将来像図

河川軸

緑のみち

桜のみち




